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禁煙についての情報提供

　情報提供は、メタボリックシンドロームの有無や喫煙のステージにかかわらず、喫煙者全員に実施することが重要で

す。ここでは、すべてのメタバコさんに対して、 1）禁煙が重要であること、 2）喫煙は治療が必要な病気であり、有効な

治療の方法があることを伝えます。指導時間は短くても構いません。喫煙者全員に喫煙状況を確認し、禁煙の働きかけ

を行いましょう。メタバコさんの禁煙の動機が低い場合は上記の1）を、動機が高い場合は2）を中心に行うとよいでしょ

う。医師をはじめ医療関係者がタバコについて何も言わないと、喫煙者に「タバコは吸っていてもかまわないんだ」と

誤った考えを持たれてしまう恐れがあります。

医師  ：  これまでの健診結果からみると、メタバコさんはメタボリックシンド

ロームの状態です。すでにご存知だと思いますが、メタボリックシ

ンドロームの方は心臓病や脳卒中にかかるリスクが高いことがわ

かっています。メタバコさんはタバコを吸われているので、メタボの

方よりもさらに心臓病や脳卒中のリスクが高くなります。メタバコ

さんには、1日も早く禁煙されることをおすすめします。

メタバコさん   ： いえ先生、私の場合は立派なメタボですから、タバコよりまずは

減量でしょう。血糖や中性脂肪値も高いので、食事で何か改善

すべきところを教えてもらって改めたいと思っています。

医師  ：  確かに減量も大切ですが、メタバコさんが気にされている血糖や

中性脂肪値は、喫煙によっても高くなることがわかっています。ま

ず禁煙して、次に減量に取り組んでみるのもよいと思いますよ。

医師  ：  タバコがなかなかやめられないのは、「ニコチン依存症」という脳

の病気にかかっているからです。今は、禁煙の薬を使った治療

を医療機関で受ければ、楽に確実に、あまり体重も増やさずに

禁煙できます。禁煙外来では、ニコチンパッチなどの禁煙補助

薬を使って、みなさん結構うまく禁煙されていますよ。

メタバコさん   ： 自分は意思が弱いから禁煙できないんだとあきらめていました。

タバコをやめられないのは病気のせいだったんですね。

医師  ：  健康保険を使えば、1～2ヵ月程度のタバコ代で禁煙治療を受

けることができます。禁煙の薬を使って、専門家から指導を受け

ると、より確実に禁煙できますよ。

喫煙は治療が必要な病気であり、 

有効な治療法があることを伝える
禁煙の重要性を伝える1 2

　2006年4月から健康保険を使って禁煙治療が受けられるようになり

ました。禁煙治療は、3ヵ月で5回の治療が受けられます。治療の内容と

スケジュールは下記のとおりです。

　健康保険を用いた禁煙治療を受けるには、下記の条件を患者さん

がすべて満たさなければいけません。禁煙治療を受ける資格があるか

どうかは事前に確認しておきましょう。

1） 直ちに禁煙しようと考えていること

2） TDSによりニコチン依存症と診断されていること

3） ブリンクマン指数（1日喫煙本数×喫煙年数）が200以上であること

とこるいてし意同りよに書文をとこるけ受を療治煙禁  ）4

　条件を満たさない喫煙者には、薬局・薬店で購入できるOTC薬のニ

コチンパッチを紹介しましょう。

健康保険を用いた禁煙治療の概要

情報提供
健診当日

解 説

受診時期 治療内容

初回診療
①診察

②呼気一酸化炭素濃度の測定

③禁煙実行、継続に向けてのアドバイス

④禁煙補助薬の処方

再診 1（2週間後）

再診 2（4週間後）

再診 3（8週間後）

再診 4（12週間後）

<治療の内容とスケジュール>

 （出典:禁煙治療のための標準手順書 第3版、2008）

（注）「健診の場での動機づけに使える病歴や検査などの情報」については、P.17を参照してください。


